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 Economic Indicators ／ 定例経済指標レポート 

発表日：2021 年 9 月 10 日（金） 

主要経済指標予定（2021 年 9 月 13 日～9 月 17 日）  

(株)第一生命経済研究所 経済調査部 

日本経済短期チーム（℡：03-5221-4525） 

（9月 13日～9月 17日の主なイベント、指標予定） 

 指 標 名 当社予測 市場予測 市場予測レンジ 前回結果 

9月 13日 

 

 

 

 

(月) 8:50 8月企業物価指数      

    （前月比） ＋0.1％ ＋0.3％ 0.0％～＋0.6％ ＋1.1％ 

    （前年比） ＋5.5％ ＋5.7％ ＋5.0％～＋6.0％ ＋5.6％ 

  8:50 7－9月期法人企業景気予測調査      

    景況判断ＢＳＩ大企業製造業 ― ― ― ▲1.4 

    全産業 ― ― ― ▲4.7 

9月 14日 

 

 

 

 

(火) 13:30 7月鉱工業指数・確報         

    鉱工業生産指数（前月比） ― ― ― ▲1.5％ 

    （前年比） ― ― ― ＋11.6％ 

    稼働率指数（前月比） ― ― ― ＋6.2％ 

    生産能力指数（前年比） ― ― ― ▲1.0％ 

9月 15日 

 

 

 

 

(水) 8:00 9月ロイター短観        

    製造業ＤＩ ― ― ― 33 

    非製造業ＤＩ ― ― ― 5 

  8:50 7月機械受注統計     

    船電除く民需（前月比） ＋3.8％ ＋2.8％ ▲2.5％～＋5.4％ ▲1.5％ 

    （前年比） ＋16.5％ ＋14.9％ ＋9.6％～＋18.3％ ＋18.6％ 

  13:30 7月第 3次産業活動指数      

    (前月比） ▲0.1％ 0.0％ ▲1.1％～＋1.7％ ＋2.3％ 

    （前年比） ＋2.5％ ― ― ＋2.9％ 

  13:30 7月商業動態統計・確報         

    小売業販売額（前年比） ― ― ― ＋2.4％ 

9月 16日 

 

 

 

 

(木) 8:50 8月貿易統計      

    輸出金額 （前年比） ＋33.0％ ＋33.8％ ＋22.0％～＋43.5％ ＋37.0％ 

    輸入金額 （前年比） ＋39.0％ ＋40.0％ ＋34.8％～＋46.5％ ＋28.5％ 

    貿易収支（原数値、億円） ＋29 ▲601 ▲5,310～＋3,984 ＋4,394 

9月 17日 

 

 

 

 

(金) 8:50 4－6月期資金循環統計     

  14:00 7月建設総合統計     
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８月企業物価指数・国内企業物価 当社予想：前年比＋5.5％ 中央値：同＋5.7％ 

8月の国内企業物価を前月比＋0.1％、前年比＋5.5％と予想する。原油価格の上昇が一服したことに

より、先月まで国内企業物価を牽引してきた石油・石炭製品が落ち着くことで、前月比の伸び幅は縮

小するだろう。前年比では、昨年同時期の落ち込みの裏が出ることで、5%台の極めて高い伸びが継続

する見込み。 

（副主任エコノミスト：大柴 千智） 

 

７月機械受注・船舶電力除く民需 当社予想：前月比＋3.8％ 中央値：同＋2.8％ 

7月の機械受注（船舶電力除く民需）は、前月比＋3.8％を予想する。非製造業の設備投資の動きが

停滞する一方で、輸出の増加によって業績改善が進む製造業が牽引役となることで、機械受注は回復

基調を維持することが見込まれる。先行きについても、緊急事態宣言下でサービス業への下押し圧力

が継続する一方で、製造業が設備投資を増加させる動きが続くだろう。 

（主任エコノミスト：小池 理人） 

 

７月第３次産業活動指数 当社予想：前月比▲0.1％ 中央値：同 0.0％ 

7月の第 3次産業活動指数は前月比▲0.1％の低下を予想する。下旬の感染再拡大と緊急事態宣言の

延長による影響で、小売業等を中心に下振れを予想する。ただし、東京五輪の開催や、連休や好天に

恵まれたことにより、宿泊業や旅行業など一部の生活娯楽関連サービスが上向いたことで、下振れは

限定的とみる。先行きは、8月は緊急事態宣言の対象地域が全国的に拡大したことで、下押し圧力が強

まるものとみる。 

（副主任エコノミスト：大柴 千智） 

 

８月貿易統計・貿易収支額（原数値） 当社予想：＋29億円 中央値：▲601億円 

8月の貿易収支は 29億円の黒字（原数値）を予想する。輸出は、すでにコロナ前水準を上回ってい

ることから増加幅は縮小するものの、好調な資本財輸出を中心として堅調な推移が続くだろう。輸入

は、原油価格の上昇を反映して増加が続く見通し。 

（副主任エコノミスト：大柴 千智） 
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本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所調査研究
本部経済調査部が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく
変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 
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      図表１      図表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図表３      図表４ 
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（出所）日本銀行「企業物価指数」
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（出所）経済産業省「第３次産業活動指数」
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（季節調整値、日本銀行作成）

（出所）日本銀行「実質輸出入」
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（出所）内閣府「機械受注統計」


